
市政　窓の

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

50
近
い
伝
説
や
民
話
が
紹
介

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に

「
河か

っ
ぱ童

の
証
文
松
」
が
あ
り

ま
す
。

　

昔
、
吉
崎
村
（
今
の
共
興

地
区
吉
崎
）
の
「
新に

い

掘ぼ
り

淵ぶ
ち

」
と

い
う
所
に
い
た
ず
ら
好
き
な

河
童
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

河
童
が
そ
ば
を
通
る
人
や
馬

に
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
の
で
、

近
く
の
宝ほ

う

珠じ
ゅ

院い
ん

の
お
坊
さ
ん

が
捕
ま
え
、
山
門
に
し
ば
り

つ
け
反
省
さ
せ
ま
し
た
。
河

童
は
こ
れ
か
ら
い
た
ず
ら
を

し
な
い
、
と
証
文
を
書
い
て

約
束
を
守
る
た
め
松
を
植
え
、

村
人
た
ち
は
こ
れ
を
「
河
童

の
証
文
松
」
と
呼
ん
だ
と
言

い
ま
す
。

　

現
在
、
証
文
松
を
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
枯
れ

証
文
松

吉
崎
を
歩
く

匝瑳探訪
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て
い
た
も
の
の
２
代
目
の
松

が
昭
和
50
年
ご
ろ
ま
で
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
耕
地
整
理
や
川

の
改
修
工
事
な
ど
で
、
証
文

松
の
あ
っ
た
場
所
は
分
か
り

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

に
出
さ
れ
た
『
匝
瑳
郡
誌
』

に
こ
の
伝
説
が
記
載
さ
れ
、

地
域
で
は
古
く
か
ら
語
り
継

が
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

宝
珠
院
は
現
在
、
墓
地
だ

け
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
長

谷
（
共
興
地
区
）
如に

ょ

来ら
い

寺じ

の

記
録
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
伝
説
が
生
ま
れ
た

背
景
は
、
川
を
挟
ん
で
隣

接
す
る
吉
崎
、
長
谷
両
村

の
水
争
い
か
、
川
浚ざ

ら

い
を
巡

る
問
題
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

長
谷
に
も
隣
の
野
手
（
野

田
地
区
）
と
関
係
す
る
と
見

ら
れ
る
「
横
川
の
振
り
袖

橋
」
の
伝
説
が
あ
っ
て
、
50

年
ほ
ど
前
に
聞
い
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
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・
０
０
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┟
行
楽
シ
ー
ズ
ン
┠

心
が
集
ま
っ
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。
海
外
・
国
内

旅
行
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
、

観
光
、
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ

ー
ツ
参
加
な
ど
、
各
家
庭

で
話
し
合
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
二
度
と
経

験
す
る
こ
と
が
な
い
で
あ

ろ
う
超
大
型
連
休
を
祝
意

を
持
ち
な
が
ら
有
意
義
に

活
用
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

３
月
定
例
市
議
会
も
無

事
終
了
し
、
新
年
度
を
迎

え
て
決
意
も
新
た
に
し
た

私
で
す
が
、
こ
の
連
休
中

は
多
く
の
行
事
に
出
席
予

定
で
す
の
で
連
泊
や
遠
出

は
難
し
い
状
況
で
す
が
、

新
緑
に
向
か
う
好
季
節
の

日
々
を
有
効
に
過
ご
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
型
連
休
前
の
４
月
の

上
・
中
旬
に
お
い
て
も
本

市
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
観
光

協
会
主
催
に
よ
る
「
天
神

山
桜
ま
つ
り
」
が
復
活
し
、

４
月
14
日
（
日
）
ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
八
日
市
場

　

４
月
号
の

「
広
報
そ
う
さ
」

が
発
行
さ
れ
る

１
日
の
今
日
、

全
国
民
が
注
目

す
る
新
元
号
が

発
表
さ
れ
ま
す
。

　

３
年
前
、
天

皇
自
ら
生
前
退

位
を
望
ま
れ
る

発
言
が
あ
り
、

各
界
で
慎
重
に

検
討
が
な
さ
れ
、

皇
室
典
範
特
例

法
に
よ
り
新
天
皇
の
即
位

が
５
月
１
日
と
決
定
さ
れ

て
か
ら
は
流
行
語
の
よ
う

に
「
平
成
最
後
の
…
」
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
日
か
ら
は
「（
新
元
号
）

最
初
の
…
」
と
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
１
か
月
は
宮
内
庁

を
中
心
に
、
即
位
に
関
す

る
諸
行
事
に
向
け
拍
車
が

か
か
っ
て
ゆ
く
訳
で
す
が
、

我
々
国
民
は
５
月
１
日
が

祝
日
に
な
る
こ
と
に
よ
り

10
連
休
の
過
ご
し
方
に
関

駅
前
の
匝
り
の
里
か
ら
商

店
街
を
散
策
し
な
が
ら
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
天
神
山
に
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
次
に
咲

く
ボ
タ
ン
ザ
ク
ラ
も
素
晴

ら
し
く
、
必
見
で
す
。
ま

た
、
そ
う
さ
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
祭
り
が
４
月
14
日
を
イ

ベ
ン
ト
日
と
し
て
、
の
さ

か
花
の
広
場
で
開
催
、「
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
も

４
月
20
日
（
日
）
か
ら
５

月
10
日
（
金
）
ま
で
の
間
、

匝
り
の
里
を
起
点
に
、
フ

ジ
の
名
所
・
木
積
地
区
を

巡
る
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

お
祭
り
行
事
で
も
米

倉
・
葦
茅
神
社
祭
礼
が

４
月
７
日
（
日
）、
松
山

神
社
神
楽
が
４
月
13
日

（
土
）、
飯
高
檀
林
「
新
緑

祭
」
が
４
月
28
日
（
日
）
に

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
す
。

サ
ク
ラ
↓
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

↓
フ
ジ
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

を
大
い
に
楽
し
み
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
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俳
　

句 

髙
安 

せ
い
子 

推
薦

消
え
て
ゆ
く
雪
の
速
さ
や
潜く

ぐ

り
門 

大
川　

宜
子

た
け
て
月
日
抱
き
し
享
保
雛 

椿　
　

和
枝

朝
桜
や
が
て
し
づ
ま
る
通
学
路 

椎
名　

晴
江

容
赦
な
く
降
り
続
く
雨
花
馬
酔
木 

岩
井　

や
す

ゴ
ス
ペ
ル
の
低
き
声
良
し
春
の
葬 

安
藤　

建
子

絵
手
紙
の
ハ
ガ
キ
は
み
出
す
雪
解
川 

椎
名　

貴
寿

 

川
口 

城
司 

推
薦

冬
落
暉
皇
居
警
備
の
五
、六
人 

石
田　
　

健

東
風
吹
く
な
家
ま
で
遠
い
一
本
道 

須
貝　

玉
枝

川
　

柳 

勝
又 

康
之 

推
薦

夜
桜
を
映
す
水
面
に
花
筏 

江
波
戸
京
子

お
花
見
で
パ
ー
マ
の
頭
花
吹
雪　

 

佐
久
間
美
智
子

お
花
見
で
真
面
目
な
上
司
虎
と
な
る 

鵜
澤　

澄
子

満
開
も
散
り
ゆ
く
花
も
風
情
あ
り 

常
世
田
や
す
子

飛
び
入
り
の
客
も
歓
迎
花
見
会 

林　

サ
ダ
子

杖
つ
い
て
桜
記
念
樹
探
す
喜
寿 
岡
田
け
い
子

新
社
員
花
見
席
と
る
初
仕
事 

松
野　

敏
昭

 

川
口 

城
司 

推
薦

皇
居
前
パ
パ
の
自
転
車
四
人
乗
り 

石
田　
　

津

短
　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

物
置
の
隅
よ
り
い
で
し
乳
母
車

　

亡
き
義ち

父ち

義は

母は

の
面
影
の
顕
つ 

木
下　

昌
子

親
孝
行
出
来
ず
仕
舞
と
嘆
け
ど
も

　

弟
妹
育
て
し
こ
れ
も
ど
う
か
な 

伊
藤
登
美
枝

我
が
摘
み
妹
が
作
り
し
蕗
味
噌
に

　

夕
餉
は
旬
の
春
を
味
わ
う 
大
木
ヨ
シ
子

末
娘
職
を
得
て
よ
り
三み

十と

年せ

す
ぎ

　

今
日
は
晴
れ
て
表
彰
を
受
け
る 
川
手　
　

芳

立
春
を
過
ぎ
た
る
余
寒
の
春
告
草

　

突
如
の
雪
に
も
梅
花
は
動
ぜ
ず 

髙
橋
百
合
子

迫
り
来
る
新
元
号
の
発
表
を

　

静
か
な
中
に
迎
え
た
し
我 

依
知
川
雅
一

散
歩
の
道
空
家
が
四
軒
並
び
お
り

　

庭
の
草
木
季と

き

を
忘
れ
ず 

古
谷
由
美
子

 

川
口 

城
司 

推
薦

あ
ぜ
道
を
散
策
し
つ
つ「
早
春
賦
」

　

歌
へ
ば
老
い
の
歩
幅
も
増
せ
る 

渡
辺　

重
雄

遅
咲
き
の
椿
に
う
っ
す
ら
綿
帽
子

　

濃
き
紅
色
が
一
際
目
に
沁
む 

石
田　

秀
子

体
長
の
悪
し
き
わ
が
た
め
介
護
す
る

　

家
族
あ
れ
ど
も
心
底
わ
び
し 

小
川
み
さ
子

振
り
向
け
ば
悔
い
多
き
わ
が
誕
生
日

　

け
ふ
パ
ン
ジ
ー
に
し
ば
し
か
が
ま
る 

稲
葉　

雪
子

衣
更
え
の
夜
の
と
ば
り
の
下
り
る
ら
し

　

月
は
上
弦
色
あ
は
く
し
て 

小
川　

ま
さ

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

　
　
　
　

☎

　
　
　
　

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

力
作
募
集
中

図書館だより

　八日市場図書館では、毎週土曜日
午後２時から、「お話の部屋」で「お
はなし会」を開催しています。対象
は４歳から小学校３年生くらいまで
の児童ですが、保護者も一緒に参加
できます。
　児童の参加者には、出席カードを
配布しており、５回目と10回目には
“お楽しみ”があります（カードは八
日市場・のさか図書館で共通）。

　子どもの積極的な読書活動を推

毎週開催しています

20日は「特別なおはなし会」

進するため、４月23日は「子ども読
書の日」と定められています。20日
には、特別なおはなし会を開催しま
す。大型絵本やパネルシアターなど
で、親子で楽しく過ごしませんか。
日時…４月20日（土）14時～14時45
分　場所…八日市場公民館市民ギャ
ラリー　※参加は無料です。

★八日市場図書館
　毎週土曜日（20日を除く）14時か
ら約30分間
★のさか図書館
　第４土曜日10時30分から約30分間

４月のおはなし会

●休館日…４日（木）・30日（火）・毎週月曜日　●祝日開館時間…９時～17時
 問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

図書館ホームページはコチラ
https://www.library.sosa.chiba.jp

『天皇陵古墳を歩く』
今尾文昭／著　朝日新聞出版

　奈良・大阪に点在する大型前方後
円墳である天皇陵の観察記録です。
図版と写真を多く用いて、分かりや
すく解説しています。

『旅する天皇　平成30年間の旅の記
録と秘話』
 竹内正浩／著　小学館

　天皇・皇后両陛下の旅は、地球15
周半にも及びます。両陛下の旅の全
容を、地図や図表、具体的なエピソー
ドなどで紹介しています。

本本おすすめのおすすめの

文
芸
コ
ー
ナ
ー
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